
 

News Release 
 
 
 
 
BASF 、光沢と耐久性を兼ね備えた自動車内装用の特殊  
ポリアミド「Ultramid® Deep Gloss」の開発に成功 

 優れた光沢性と耐久性を兼ね備えたクリアコート不要の Ultramid® 
Deep Gloss 

 自動運転への移行に向け、構造的・機能的な表面を提供 

 消費財など自動車内装以外の用途での利用も可能 

BASF（本社：ドイツ ルートヴィッヒスハーフェン）は半結晶性ポリアミドの

耐薬品性と、非晶性プラスチックの高い光沢度および透過性を兼ね備え

た特殊ポリアミド、Ultramid® Deep Gloss の開発に成功しました。同製品

には、高い光沢度と耐久性が備わっているためコーティングが不要であり、

自動車内装コンポーネントに最適です。光沢度の高さと優れた耐傷つき

性、さらに高い耐薬品性と耐紫外線性、これらのバランスの良さを特長と

しています。また、細部まで忠実に再現が可能な製品であり、その表面上

で光と影の強いコントラストを実現します。開発の過程においては、排出

ガスや臭気に関する自動車業界の要件を考慮しました。Ultramid® Deep 

Gloss は、今後サンプルとして、世界的に提供が始まります。 

過酷な環境でも優れたパフォーマンス 

非晶性プラスチックは光沢度の高さから、多くの日常製品に使用されてい

ます。しかし、もともと耐薬品性、耐傷つき性、耐摩耗性が十分ではない

ため、表面品質を長く維持したい場合には、コーティングが必要です。半

結晶性ポリアミドは耐薬品性に優れていますが、最高レベルの表面品質

に求められる、光沢度や耐傷つき性を備えていません。Ultramid® Deep 
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Gloss は、ポリマー原材料と添加剤のバランスを取ることで、高い光沢度

や透明性のほか、耐傷つき性や耐紫外線性といった、高い表面品質を持

続させる特性を備えています。他のコーティングされていない高光沢度の

素材と比べても、耐摩耗性を持ち合わせている点で、この製品は優れて

います。Ultramid® Deep Gloss は、バリオサーマル金型システム （金型

昇降温機構を有するシステム）無しでの射出成形が可能であり、また、コ

ンポーネントのコーティングが不要なため、様々な加工が可能です。 

新たなデザインアイデアを実現する明るいコンセプト 

車の内装では、ピアノブラックのように艶やかな黒の人気があります。高

品質で部分的な機能性を備えた表面素材の需要は、今後も増え続けると

予想されます。この傾向は、自動運転への移行に続く、新たな運用コンセ

プトに後押しされています。Ultramid® Deep Gloss はバランスの取れた

特長から、設計者に対してリップル加工やウェーブ加工、ハンマー仕上げ、

ライン、ダイアモンドなど、通常では考えられないテクスチャーを新たに取

り入れる可能性を提供します。また、触覚設計要素を表面の構造に取り

入れることも可能です。適切なセンサー技術と組み合わせることで、統合

型かつ機能的な設計が可能になります。 

また、この製品は照明周りのディスプレイや装飾パネルのエッジなど、装

飾用トリムに最適な材料です。高い光沢度と耐薬品性を新たに組み合わ

せたことで、ヘッドライナーの収納ラック、車のドアのはめ込み、センター

コンソール、エアーベントなどの機能的なコンポーネントなどにも活用でき

ます。ピアノのような黒だけでなく、陶白色、アイボリー、アーシーカラーな

どのプレミアムカラーも可能です。Ultramid® Deep Gloss は主に自動車

の内装材向けに開発されましたが、同じような需要のある消費財部門の

コンポーネントを製造することも可能です。 

詳細につきましては、www.ultramid-deepgloss.basf.com（英語）をご覧

ください。 

※このプレスリリースの内容および解釈については英語のオリジナルが優先されます。 
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■BASF のパフォーマンスマテリアルズ事業部について 
BASF のパフォーマンスマテリアルズ事業本部は、材料のノウハウを一つに融合し、

革新的でカスタマイズされたプラスチック関連製品とサービスを提供します。本事業

部はトランスポーテーション、建築・建設、インダストリアルアプリケーション、消費財と

いう 4 つの主要産業部門で世界的に事業を展開しており、強力な製品・サービスポー

トフォリオを備え、アプリケーション志向のシステムソリューションを深く理解していま

す。収益性と成長を促進させている主な要素は、お客様との緊密な連携と、明確なソ

リューション重視の姿勢です。研究開発の点でも高い能力を有しており、それが革新

的な製品やアプリケーションを開発する基盤となっています。2016 年、パフォーマン

スマテリアルズ事業本部は、69 億ユーロを達成しました。詳細に関しては、 
www.performance-materials.basf.com をご覧ください。 
 
 
 
■BASF について 
BASF（ビーエーエスエフ）は世界をリードする化学会社（本社：ドイツ ルートヴィッヒス

ハーフェン）で、持続可能な将来のために、化学でいい関係をつくります。また、経済

的な成功、環境保護、そして社会的責任を同時に実現しています。BASF では、約

114,000 人の社員一人ひとりがほぼすべての産業、ほぼすべての国においてお客様

の成功に貢献できるよう努めています。製品ポートフォリオは化学品、高性能製品、

機能性材料、農業関連製品、石油・ガスの 5 つの部門から成ります。2016 年、BASF
は約 580 億ユーロの売上高を達成しました。BASF の詳しい情報は、www.basf.com
（英語）、newsroom.basf.com（英語）、www.basf.com/jp（日本語）をご覧ください。 
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